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議       事 
令和５年度第１回野田市廃棄物減量等推進審議会の会議結果

（概要）は、次のとおりである。 



１ 開会 

宮本清掃計画課長補佐 

令和５年７月２５日（火）午後２時、開会を宣言した。 

 

２ 会長挨拶 

  ３名から傍聴の希望があり、許可したことを報告した。 

  【会長挨拶】 

 

宮本清掃計画課長補佐 

  会議録作成のため、録音機を使用することについて了承を得た。 

  会議の成立を報告した。 

  新任委員について紹介した。 

  

３ 市長挨拶 

 

【市長挨拶】 

 

４ 諮 問 

 

市長が諮問書を読み、会長に渡した。 

 会長が市長から諮問書を受領する。 

 

５ 議事 

会長 

議案第１号の説明を求めた。 

永野清掃計画課計画係長 

議案第１号について説明をした。 

会長 

 議案第１号に対し、質問・意見を問うた。 

Ａ委員 

  新型コロナウイルス感染が３年余にわたって続き、私達の経済、社会経済活動が

著しく停滞を余儀なくされ、生活も制限されてきた。 

新型コロナウイルス感染症のために、出されるごみについても、推進員として、

ごみの分別状況等の確認が十分できないまま整理してきた。 

現行の一般廃棄物基本計画の中間見直しで、当面の減量目標を２０％に変更した

が、現状は１０％程度の減量状況に留まっている。 

ごみの減量が野田市の重点課題ということになっているが、ごみの減量に取り組

むに当たり、野田市の可燃ごみの組成を見ると、水分を含んだ厨芥
ちゅうかい

ごみが３３％、

紙類３２％、草木が１３％などとなっている。 



可燃ごみの焼却は、濡れたままだと灯油を燃やして水分を蒸発乾燥させてから処

理する手順になっているため、水分を約４４％も蒸発させていることになっている。 

また、水分を除いた可燃ごみが５１％で、あとは灰が若干出る。 

燃やす前の可燃ごみの組成では、紙類が４７％、草木が２７％で、厨芥
ちゅうかい

類は乾燥

させると８％しかない。そのため、基本計画の重点施策をベースとし、水切りの実

施と紙ごみの資源化、食品ロスの削減に取り組めばごみは減らせるということにな

る。 

また、ごみ処理システムの整備拡充についても新清掃工場や、最終処分場、生ご

み処理施設などの整備については、非常に難しい課題ではあるけれども、取り組ま

ざるを得ない課題であると考えている。 

現行の重点施策を柱とする基本計画は、まだ、道半ばの感があるので必要な事業

を更に盛り込み、継続発展させる方向で作成することが大切ではないかと考えてい

る。 

 

会長 

  議案第 1号を継続審議とすることを問うた。 

【異議無し】 

 

会長 

ありがとうございます。そのように決定させていただきます。 

 

会長 

 閉会を宣言した。 

 

 


